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福
島
第

二
原
発

の
廃

炉
正
式
決
定

東
京
電
カ
ホ
ー
ル
デ

イ
ン
グ
ス

（
Ｈ
Ｄ
）
は
七
月
二
十

一
日
の
取

締
役
会
で
、
福
島
第
二
原
発

（福

島
県
槍
葉
町
、
富
岡
町
）
の
全
四

基
の
廃
炉
を
正
式
決
定
し
た
。
こ

れ
で
、
事
故
を
起
こ
し
た
福
島
第

一
原
発
の
全
六
基
と
合
わ
せ
て
福

島
県
内
の
原
発
は
す
べ
て
廃
炉
が

決
ま

っ
た
。
原
発
立
地
自
治
体
で

は
初
め
て

「原
発
ゼ

ロ
」
の
実
現

と
な

っ
た
。

福
島
県
や
県
内
全
市
町
村
議
会

が
県
内
す
べ
て
の
原
発
の
廃
炉
を

求
め
て
い
た
。
こ
の

「オ
ー
ル
福

島
」
の
世
論
が

「原
発
ゼ

ロ
」
を

実
現
す
る
力
と
な

っ
た
。

と
は
い
え
、
国
と
東
電
は
、
福

島
県
民
の
世
論
を
、
八
年
も
放
置

し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に

は

「原
発
固
執
」
の
政
治
が
働
い

て
い
る
。

国
は
い
ま
も
原
発
を

「
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
づ
け
、

エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
二
〇
年
度

に
原
発
の
割
合
を

「三
ぎ
」

（
一

七
年
度
」
か
ら

「二
〇
～
三
二
幹
」

と
す
る
こ
と
に

「全
力
を
あ
げ
る
」

と
明
言
。
東
電
は
、
柏
崎
刈
羽
原

発
再
稼
働
と
合
わ
せ
、
口
に
は
出

さ
な
か

っ
た
が
、
福
島
第
二
原
発

を
再
稼
働
さ
せ
る
体
制
整
備
を
図
っ

て
き
た
。
ま
た
、
東
通
原
発
の
建

設
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
日
本
原
電
＝
東
海
第
二
原

発
の
最
長
六
十
年
運
転
に
、
千
九

百
億
円
の
資
金
援
助
を
し
て
い
る
。

福
島
第

一
原
発
事
故
後
、
原
発

ビ
ジ
ネ

ス
は
成
り
立
た
な
く
な

っ

て
い
る
。
国
と
東
電
は
、

「原
発

固
執
」
を
や
め
、
事
故
収
束
と
廃

炉
、
被
災
者

・
被
災
地
対
策
に
真

Ａ
福
島
第
二
原
発
Ｖ
　
ｌ
～
４
号
機

は

一
〇
人
三
～
八
七
年
に
営
業
運
転

を
始
め
た
。
東
日
本
大
震
災
時
は
運

転
中
で
、
地
震
の
揺
れ
と
津
波
で
三

基
が
冷
却
機
能
を
失
い
、　
一
時
、
危

機
的
状
況
に
な
っ
た
。
福
島
第
二
原

発
の
廃
炉
で
、
商
業
用
原
発
の
廃
炉

は
全
国
で
二
十
四
基
に
な
る
。

摯
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

廃
炉
作
業
は
福
島
第

一
原
発
の

事
故
収
束
作
業
と
並
行
し
て
行
う

こ
と
に
な
る
。
東
電
は
、
福
島
第

二
原
発
全
四
基
の
廃
炉
は
四
十
年

か
か
る
見
通
し
を
示
し
、
費
用
は

約
二
千
人
百
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
東
電
は
福
島
第
二
原
発
内
の

燃
料
プ
ー
ル
に
保
管
し
て
い
る
使

用
済
み
核
燃
料
千
六
百
五
十
トン
に

つ
い
て
、
貯
蔵
施
設
を
新
設
し
て

移
す
計
画
で
あ
る
。
廃
炉
終
了
前

ま
で
に
全
量
を
県
外
に
搬
出
す
る

と
県
な
ど
に
伝
え
て
い
る
。

口
　

　

　

　

昴

話

福
暑

２

曇

百

」
皇

恐

、

響
層
興
へ
の
第
一歩
Ｆ
ソ。
甲
岳
電

は

，五
ま
Ｆ
騒
原
発
２
儒
を
一一一勇

」ゝ

Ц

　

涸
辱
雀
脚
訊
一
の
評
鷲
管
幕
委
延
榎

み
重
ね
て
き
ま
し
た
が
ヽ
今
由
【の
東
電
の

慮
宿
錐
縣
鼻
は

「オ
可
ん
循
習
層

の
冊
敦
爾
の

力
に
よ
る
も
の
で
す
「
し
か
し
、
そ
れ
は

垣
習
炉
弟
一
庫
塞
碧
菫
撃
と
い
う
豫
抑
饗
隼
テ
政

の
経
験
を
経
て
行
夕
”
ｋ
あ
で
瓦

全

国
屈
理
に

居
場
翁
ゼ
ロ
」
か
壺
杏
熟
す
ス
懸
曇
期

で
は
、
福
島
の
ケ
ー
ス
を
繰
り
返
し
て
は

な
り
ま
す
化

ワＦ
繋
磐
留
画の
教
訓
を
生

か
す
逗
で
瓦

○
東
電
試
算

「処
理
水
タ
ン
ク
三
二
年
夏
限
界
」

（
二
面
）

○
使
用
済
み
燃
料
６
割

「乾
式
貯
蔵

へ
」

（三
面
）

○
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
を
！

（五
面
）

●
福
島
第
二
原
発
の

廃
炉
決
定
で
、
原
発

立
地
自
治
体
の
福
島

県
で
初
め
て

「原
発

ゼ
ロ
」
が
実
現
し
た
。

事
故
後
、
八
年
余
を
要
し
た
が
、

福
島
県
民
と
国
民
の
世
論
が
、

東
京
電
力
を
廃
炉
決
定
に
追
い

込
ん
だ
●
こ
の
こ
と
は
、
福
島

復
興

へ
の
前
提
条
件
を

つ
く
る

と
と
も
に
、
日
本
で
の

「原
発

ゼ

ロ
」

へ
の
橋
頭
堡
を
築
い
た
。

事
故
被
災
者
を
は
じ
め
福
島
県

民
、
国
民
の

「原
発
ゼ

ロ
」

ヘ

の
真
摯
な
対
話

ｏ
議
論
の
広
が

り
と
深
ま
り
が
あ

っ
て
の
話
で

あ
る
●
し
か
し
、
こ
の
到
達
点

は
、
日
本
で
の

「原
発
ゼ

ロ
」

へ
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
地
点
で

も
あ
る
。
国
と
電
力
会
社
は
、

原
発
が
経
済
的
に
成
り
立
た
な

い
状
況
に
追

い
込
ま
れ
て
も
、

「原
発
固
執
」
を
や
め
よ
う
と

は
し
て
い
な
い
●
原
発
再
稼
働

に
よ
る
苛
酷
事
故
を
再
び
起
こ

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
再
生
可

能

エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
を
こ
れ
以

上
遅
ら
せ

て
は
な
ら
な

い
。

「原
発
固
執
」
を
い
え
な
い
状

況
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
で
あ
る
。


